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（1）  島田紳助 :　ポジションどこ ?
   野球少年 :　Wa:2  ショートですね。 （TV1）


































（5）  01 M:  （そ）やから :　あの :う :もし
   02    六時半やったやんな :
   03 H:  うん
→  04 M:  Ni: たどりついてなかったら : （林 2005: 9）
（6）  タモリ :  食べながら練習するの？
→  金子賢 :  Mo あります，はい。ササミ食べながらとか （TV2）
（7）  A:  昨日，6時半に i駅に着いてた？
   B:  うん，ϕi着いてたよ。
（8）  A:  ササミも i食べるの？




























（9）  A: こしあんは売り切れ？
   B:  Wa: 売り切れました。
（9）’  B:  [NPこしあん ] Wa: 売り切れました。
（10）  A:  ○○さんから連絡はないですかね。
   B:  Wa: 連絡ないですね。






（11）  A: 菓子パンって朝から食べれる？
   B: Wa: ちょっとつらいな。
（11）’  B: [CP菓子パンを朝から食べるの ] Wa: ちょっとつらいな。
（12）  A: 何年ぐらい書道してるんですか？
   B: Wa: 10年以上ですね。
（12）’  B: [CP書道をしているの ] Wa: 10年以上ですね。
（13）  A: 明日の飲み会どうするん？
   B: Wa: まだ考えてない。
（13）’  B: [CP明日の飲み会をどうするか ]Wa: まだ考えてない。
　このように，裸のハの前に省略されているのは，名詞句，格助詞句，名詞節，そして間接疑問
4 大阪樟蔭女子大学の国文学科の学生が日常的に聞いた例である。




（9）”  A: こしあんは売り切れ？











の冒頭 5に出現する。裸のハが発話の途中に出現している (15)’，(15)”は不適格な文であり，*で 
示す。
（15）  A: 鈴木くんは，今日研究室にいると思う？
   B: Wa:　たぶんいるんじゃないかな。
（15）’  B: *たぶん，wa:　いるんじゃないかな。
（15）”  B: *さあ，今日は見なかったなあ。Wa:　いないんじゃないかなあ。
　第二に，係助詞は文中に 2回以上出現することが可能だが，裸のハの出現は 1発話中，1回に
限られる（吉田 2004, Sato 2012）。
（16）  鈴木先生は高橋君はどこにも推薦しないつもりらしいよ。
（17）  A: 鈴木先生 iは高橋君 jをどこに推薦するつもりなの？
   B: *ϕiWaね，ϕjwa　MITに推薦するつもりみたいだね。
（17）’  B: #ϕi/jWaね，MITに推薦するみたいだね。
（17）”  B: ϕiWaね，高橋君はMITに推薦するみたいだね。
5 同一ターン内での自問自答の場合に自答の応答に出現することがある。
 A:　邦正さんってどう。B:　邦正さんってだれ。あー，wa:　無理。
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できない（吉田 2004, Sato 2012）。
（18）  A:  ジョンはその時太郎を誰が殺したと思ったの？
   B: *ジョンはその時 [ wa:　メアリーが殺したと ] 思ったよ。







（19）  01タモリ :  おっ岸谷くんから来てますよ。
   02塚本 :   ああー嬉しいですねー。
   03タモリ :  久保田利伸くんとかですねー。
→  04塚本 :   Wa: 何か主題歌をあのドラマでやってもらってですね。 （TV2）
















小栗 : あの断ったんですけど （TV2）
本文で述べているのは，異なる先行要素を持つ二つ以上の裸のハが一文に現れることはないということであ
る。








（5）  01 M:  （そ）やから : あの : う : もし
   02    六時半 iやったやんな :
   03 H:  うん
→  04 M:  ϕiNi: たどりついてなかったら :
（20）  01 F004:　  語学を学ぶの？
   02 F028:  そう，そう，そう，そう。
   03     もう何ていうの。
   04     ほんと湖と（うん）林 i，ていうか森なんだけど。
   05     （うん）ど，どっちだ。
→  06      ϕiGa，あるだけで，（うん）もう周りの町とか，からはもう完全に，何ていうか，
離れてて。 （meidai-data016-5547）
（21）  01 M003:  あっちのおっきい方のやつ iをどけてな，ϕiこっちへ出して，で，ドウダンツ
ツジに。
   02 F011:  どっちへ ϕi出すの？
   03 M003: 象の置物置いてあるとこや。
   04     ドウダンに真夏の直射が当たらんようにして。
   05     シェイドにすんねん，あれ iを。



































（22）  昨日，花子 iに会って，ϕi聞いたんだけど。最近 ϕi結婚したんだって。
（23）  A: 昨日花子 iに会って，ϕiおもしろいこと聞いたよ。








びっくりした。                       ϕガ
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（23）’  A: 昨日花子に会ってね。
   B: 誰？知らんなあ。
   A: あ，そっか。同じクラスの子なの。その子が急に結婚してね，びっくりした。











（24）  01 F001:  キムタクみたいな感じ。
   02     （はー）何か，ふわふわっとした。
   03 F093:  パーマかけてちゃ，じゃあだめじゃん。
   04 F001:  もう，うん。
   05 F093:  長いのはだめ？
→  06 F001:  Mo，だめ。
   07 F093:  あー，そっかそっか。
   08 F057:  そりゃ，はげてる方がいいんだって。
   09 F001:  うん。 （meidai-data086-1715）
（25）  01 F128:  〈笑い〉いつだろう？
   02 M023: 夏は俺，向こうだって。
   03     まるっきり向こう行っとったもん。
   04 F128:  紅葉？
   05     香嵐渓が混むのって，
   06 M023: 秋。
→  07 F128:  だけ？
   08 M023: ほかに何が。




10 有田節子／国立国語研究所論集 9: 1–22 (2015)
語表現（「指導書，教え方の手引き」）を先行詞とする代用表現「それ」と共に現れるべきところ
に出現しているとみなされる例がある。
（26）  01 F152:  全然気がつかなかったねえ。
   02 F030:  ねえ。全然気づかなかった。
   03     ああ，そうそう。
   04     だからあれだな，その，みんなの日本語，そういうのは 1つは渡したいよね。
   05 F152:  うん。持つんならあれじゃん，やっぱり。
   06 F030:  とあたしもそう思うよ。
   07     だよねえ。
   08 F152:  そうなの。
   09     でも，高いよねえ，4冊買えっていうのは，1万円近く行かない？
   10 F030:  行くんじゃない？
   11 F152:  行くよねえ。
   12 F030:  うん，あのー，指導書，教え方の手引き。
→  13 F152:  Wa，抜いて。
   14 F030:  抜いて？
   15 F152:  本冊と文法解説書。
   16 F030:  文法解説書とって。













（27）  01 F112:  え，おかまなの，ニューハーフじゃないの？
   02 F134:  え。
   03     ニューハーフとおかまって違うの？
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   04 F112:  それこそ録音。
   05     〈笑い〉（〈笑い〉）まあちょっとはおかまの方が，男の人かな。
   06 F134:  あ，そうなの。
   07 F112:  っぽい。
   08 F134:  ぽいんだ。
   09 F112:  うん。
   10 F134:  え，ど。
   11     え，ニューハーフは何？
→  12 F112:  Wa，まあいろいろと。
   13     〈笑い〉
















（26）’  12 F030:  うん，あのー，指導書，教え方の手引き。




（19）  01タモリ :  おっ岸谷くんから来てますよ。
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   02塚本 :   ああー嬉しいですねー。
   03タモリ :  久保田利伸くんとかですねー。
→  04塚本 :   Wa: 何か主題歌をあのドラマでやってもらってですね。
　さらに，直前の相手の発話ではなく，その前の自分が談話に導入した言語表現（下線で表示）
を先行詞とするゼロ形式と共に発話冒頭に現れる場合もある。（③）
（28）  01 M023: 会話って，何を会話するや。
   02 F128:  いや，別に。
   03     ていうか早く決めよう。
   04     あんね，まず，あの，11月 4日の話。
   05 M023: あ，そっちが先なんか。
   06 F128:  ちゃう，ちゃうちゃうちゃう。
→       Wa，もう決まって，決まってていうか，ほぼ決まって，（うん）えっとねえ，
   07     うんと 11月 4日の話はえーと 1時半にあそこの駐車場。
   08 M023: 昼の 1時半か。
   09 F128:  うん。
   10     朝，よな，夜中から集まっても別に。 （meidai-data005-021）
　直前の発話が疑問文で，その応答の冒頭に現れ，疑問の焦点を提示する場合（④）がある。こ
のような例が，①～③よりも多いことが先行研究でも指摘されている。
（29）  タモリ :　そ，外に出てやる趣味っていうのはないの。
   速水 :   Wa: まあ，釣りですかね。 （TV2）
　④と環境は近いが，疑問の焦点が説明と共に提示される場合がある。（⑤）
（30）8  A: え - 専攻は何なんですかここ .
    （1.0）
   R: え - まだ一年生なんで :::,
   A: うん .
   R: わかんないんですけど一応生化学を ,
   A: [生化学ね :::
   R: [取ろうかな ::は ::い .
   A: は - で - (.) あの ::: ◯◯選んだのは :
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    [ま ::父親から聞いたんで ::,
   A: [あ ::そうなの ?
   R: ま ::是非 [ っ゜て感じで゜











本稿は，疑問文の意味をその疑問の「可能な答えとなる命題の集合」（Hamblin 1958, 1973, 
Karttunen 1977）と仮定する 9。それはたとえば，次の（31），（32），（33）のような疑問文の意味
をそれぞれ，（31）’，（32）’，（33）’のように捉えることを意味する 10。
（31）  Is John a student?
（31）’  {that John is a student, that John is not a student}
（32）  Is John a student or a professor?
（32）’  {that John is a student, that John is a professor}
（33）  Which subway line goes to the airport?
（33）’  {that the red line goes to the airport, that the blue line goes to the airport, that the green line goes 






9 疑問文の意味については，最近の Inquisitive Semanticsの枠組み（Groenendijk & Roelofsen 2009など）で研
究が進んでいるが，本稿では，伝統的な疑問文の扱いを採用することとする。
10 Heim（2000）における疑問文の意味の入門的な説明を借用している。
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（35）  Xハ Y構文の意味（有田 1999: 142）
   a  Xに述語として Yが与えられる。
   b  ハがマークされた Xは談話において定義的属性が明らかな対象を表す。
　（35）は，Miyagawa（1987）でも議論されているように，次のような現象に対し説明力を持つ。
（36）  A:  昨日田中に会ってさあ。
   B:  田中｛って／ *は｝誰だい？
（37）  a *誰は来たの。











（38）  A:  こしあんは売り切れ？
     {こしあんが売り切れであるコト，こしあんが売り切れではないコト}
（39）  A:  外でやる趣味は？
































（40）  客 :    少し厚手のシャツを探してるんですが。
   店員 :　Wa: こちらなどはいかがでしょうか。（洋服店にて）
（41）  A: なー納得とかってのはー，






　有田（2009, 2011, 2012）では，裸のハが優先的応答（preferred response, Pomerantz 1984）に現












（42）  A: お酒売り場はどこですか？
   B: はー，2階です。
   B’: 2階です。
（43）  A: 今度の旅行どうする？
   B: はー，まだ決めてない。





と Bの対応に対して 16人，（45）の Bと Cの答え方に対しても 11人が違いを感じている。
（44）  客 :    あんパンは売り切れ？
   店員 A: はー，売り切れましたね。







Aと Bを比較して，裸のハのない Bの応答に対し，16名中 11名が「そっけない」と感じてい
るのだが，裸のハがある Aの応答に対しては，「丁寧」という意見がある一方で，「なれなれしい」
「気さく」「タメ口」と，正反対の意見が見られる。
（45）  A: 得意な科目は何でしたか。
   B: はー，国語ですかねー。
   C: 国語ですかねー。
（45）の Bと Cの答え方に対しては，以下のような回答が見られた。

















































（46）  佐々木 :  ふだん，柔道を離れて，ふだんは，（松本 : Wa: ）どういう性格だと自分で思わ
れてますか。
→  松本 :  Wa: えー，無気力（笑）
（47）  佐々木 :  じゃあ，手作りのものをこうして，チャーハンだけでなくいろいろなものを作っ
てくださってるんですね。
   松本 :  はい。
   佐々木 : たとえば，ねえ，どんなものを
   杉浦 :  チャーハン以外だとどんなものが
→  松本 :   Wa: カレーとか，あと，貧血になりやすいんで，レバ，レバニラ炒め，とか（阿
部：おお）　はい。






（48）  阿部 :   そういう闘争心を出すようなタイプになったというのはいつ頃からなんでしょう
か。
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   佐々木 : 虫みたい。
   松本 :  はい
   佐々木 : どういうこと
   杉浦 :  これ，虫みたいってどういうことですか。




























（discourse marker）的な役割を担っていると考えられる」（下谷 2010: 112–113）と述べられている。本稿の（48）
はそのように捉えることができるが，（49）は質問の答えですらなく，これからまとまった内容を話すこと
の合図とでも言うべきである。
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On the Utterance-initial wa of Responses to Interrogatives: 
The Transition from Topic Marker to Discourse Marker
ARITA Setsuko
Ritsumeikan University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This paper deals with the phenomenon in which wa appears in Japanese conversation without 
preceding phrases (hereafter referred to as Bare-wa). I will show that the phenomenon raises 
fundamental questions about wa as a conventional topic marker, and then I will propose a new 
analysis of the phenomenon. I argue the specific function of Bare-wa in the discourse, which is not 
seen for case particles, on an assumption that Bare-wa is identical to topic marker wa, and that the 
utterance-initial wa, especially, acquires an interjectional function because it is inspired by a focus-
presenting function indigenous to its topic marking usage.
Key words: Bare-wa, utterance-initial, particle stranding, interjection, discourse marker
